
告 示 (第1641号－第1650号)

○宅地建物取引業者の免許の取消し (建築指導課) １

○廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく行政処分に係る公表

(廃棄物対策課) １

○開発行為に関する工事の完了 (都市計画課) ２

○開発行為に関する工事の完了 (都市計画課) ２

○県営土地改良事業計画の変更決定 (農地計画課) ２

○保安林予定森林の所在場所等 (治 山 課) ２

○解除に係る保安林の所在場所等 (治 山 課) ３

○特定非営利活動法人設立の認証申請 (生活文化課) ３

○大規模小売店舗の新設の届出 (商業・地域経済課) ３

○大規模小売店舗の新設の届出 (商業・地域経済課) ４

公 告

○都市計画の案に係る公聴会の開催 (都市計画課) ５

○意見募集の結果の公示 (畜 産 課) ６

選挙管理委員会

○直方市議会議員一般選挙における当選の効力に関する審査申立てに

対する裁決 (地 方 課) ６

○直方市議会議員一般選挙における当選の効力に関する審査申立てに

対する裁決 (地 方 課) 12

○直方市議会議員一般選挙における当選の効力に関する審査申立てに

対する裁決 (地 方 課) 18

正 誤

○福岡県福祉のまちづくり条例施行規則の一部を改正する規則 (平成

19年福岡県規則第58号) 中正誤 24

福岡県告示第1641号

宅地建物取引業法 (昭和27年法律第176号) 第66条第１項の規定に基づき､ 次の宅地

建物取引業者の免許を取り消したので､ 同法第70条第１項の規定により公告する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

福岡県告示第1642号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 (昭和45年法律第137号｡ 以下 ｢法｣ という｡ )

第14条の３の２の規定に基づき､ 行政処分を行ったので､ 福岡県産業廃棄物の不適正処

理の防止に関する条例 (平成14年福岡県条例第80号) 第20条第２項の規定により次のと

おり公表する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 処分を受けた事業者

� 名称

有限会社クサタケ

� 所在地

宮崎県串間市大字西方6920番地２

� 代表者

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………

……………
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…………………………………………………………………
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目 次

告 示

免 許 番 号 商号及び代表者の氏名 事務所の所在地

福岡県知事�

第13653号
株式会社久留米不動産情報センター
代表者 實藤 善一

久留米市諏訪野町2352－７

福岡県知事�

第14698号
株式会社田村建設
代表者 田村 正幸

うきは市浮羽町浮羽353－10
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代表取締役 草竹 勇人

２ 行政処分の内容

産業廃棄物収集運搬業の許可の取消し

３ 処分の年月日

平成19年８月20日

４ 処分の理由

事業者が､ 平成19年８月１日付けで､ 宮崎県知事から産業廃棄物収集運搬業及び産

業廃棄物処分業の許可を取り消されたため､ 法第14条第５項第２号イに規定する法第

７条第５項第４号ニの規定に該当したことにより､ 法第14条の３の２第１項第１号の

規定に該当するに至ったため｡

福岡県告示第1643号

次の開発行為に関する工事が完了したので､ 都市計画法 (昭和43年法律第100号) 第

36条第３項の規定により公告する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 開発区域に含まれる地域の名称

小郡市八坂342－２､ 348－２及び349－３から349－５

２ 開発許可を受けた者の住所及び氏名

小郡市八坂349－１

寺� 則行

福岡県告示第1644号

次の開発行為に関する工事が完了したので､ 都市計画法 (昭和43年法律第100号) 第

36条第３項の規定により公告する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 開発区域に含まれる地域の名称

糟屋郡新宮町緑ヶ浜２丁目1592－67､ 1592－140､ 1592－713及び1592－1004から

1592－1015まで

２ 開発許可を受けた者の所在地､ 名称及び代表者氏名

福岡市南区向野１丁目19番27号

株式会社飯田産業九州 代表取締役 築地 重彦

福岡県告示第1645号

県営土地改良事業計画を変更したので､ 土地改良法 (昭和24年法律第195号) 第87条

の３第６項において準用する同法第87条第５項の規定により公告し､ その関係書類を次

のように縦覧に供する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

福岡県告示第1646号

保安林の指定をする予定であるので､ 森林法 (昭和26年法律第249号) 第30条の２の

規定により次のように告示する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 保安林予定森林の所在場所

糸島郡二丈町大字吉井字大山12の27・12の30 (以上２筆について次の図に示す部分

に限る｡ )

２ 指定の目的

土砂の流出の防備

３ 指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 主伐は､ 択伐による｡

イ 主伐として伐採をすることができる立木は､ 当該立木の所在する市町村に係る
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縦覧に供する書類 縦 覧 期 間 縦覧場所

県営脇山地区土地改良 (農道整備)
事業変更計画書の写し

平成19年９月５日から
平成19年10月５日まで

福岡市早良区役所入
部出張所

�



市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする｡

ウ 間伐に係る森林は､ 次のとおりとする｡

� 立木の伐採の限度

次のとおりとする｡

( ｢次の図｣ 及び ｢次のとおり｣ は､ 省略し､ その図面及び関係書類を福岡県水産林

務部治山課及び二丈町役場に備え置いて縦覧に供する｡ )

福岡県告示第1647号

森林法 (昭和26年法律第249号) 第26条の２第２項の規定に基づき､ 保安林の指定の

解除をするので､ 同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のよう

に告示する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 解除に係る保安林の所在場所

豊前市大字求菩提584の１・586の２・592・595の１ (以上４筆について次の図に示

す部分に限る｡ )

２ 保安林として指定された目的

水源のかん養

３ 解除の理由

道路用地とするため

( ｢次の図｣ は､ 省略し､ その図面を福岡県水産林務部治山課及び豊前市役所に備え

置いて縦覧に供する｡ )

福岡県告示第1648号

特定非営利活動促進法 (平成10年法律第７号) 第10条第１項の規定に基づき､ 特定非

営利活動法人設立の認証申請があったので､ 同条第２項の規定により次のとおり公告す

る｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 申請のあった年月日

平成19年８月２日

２ 申請に係る特定非営利活動法人

� 名称

特定非営利活動法人アットホーム福祉会

� 代表者の氏名

伊藤 義高

� 主たる事務所の所在地

福岡県福岡市城南区七隈４丁目23番33号

� 定款に記載された目的

この法人は､ 福岡市及び近郊に居住する知的・精神・身体に障害をもつ者に対し

､ 就労支援・相談に関する事業を行い､ 障害者の精神的・社会的な自立を促進し､

地域社会の保健・福祉の増進を図り､ 広く公益に貢献することを目的とする｡

福岡県告示第1649号

大規模小売店舗立地法 (平成10年法律第91号) 第５条第１項の規定に基づき､ 大規模

小売店舗の新設の届出があったので､ 同条第３項の規定により次のとおり公告する｡

なお､ 当該届出及び添付書類は､ この公告の日から４月間､ 福岡県商工部商業・地域

経済課及び福岡商工事務所において縦覧に供する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 届出年月日

平成19年８月13日

２ 大規模小売店舗の名称及び所在地

� 名 称 マックスバリュ篠栗店

� 所在地 福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外

３ 大規模小売店舗を設置する者及び当該大規模小売店舗において小売業を行う者の氏

名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名

� 大規模小売店舗を設置する者
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� 当該大規模小売店舗において小売業を行う者

４ 大規模小売店舗を新設する日

平成20年４月14日

５ 大規模小売店舗内の店舗面積の合計

1,847㎡

６ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

� 駐車場の位置及び収容台数

� 駐輪場の位置及び収容台数

� 荷さばき施設の位置及び面積

� 廃棄物等の保管施設の位置及び容量

７ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

� 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻

� 駐車場において来客の自動車が駐車することができる時間帯

24時間

� 駐車場の自動車の出入口の数及び位置

２ケ所 福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外

� 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯

午前６時から午後11時まで

福岡県告示第1650号

大規模小売店舗立地法 (平成10年法律第91号) 第５条第１項の規定に基づき､ 大規模

小売店舗の新設の届出があったので､ 同条第３項の規定により次のとおり公告する｡

なお､ 当該届出及び添付書類は､ この公告の日から４月間､ 福岡県商工部商業・地域

経済課及び福岡商工事務所において縦覧に供する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 届出年月日

平成19年８月22日

２ 大規模小売店舗の名称及び所在地

� 名 称 (仮称) スーパーオートバックス大野城店

� 所在地 福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外

３ 大規模小売店舗を設置する者及び当該大規模小売店舗において小売業を行う者の氏

名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名

� 大規模小売店舗を設置する者

� 当該大規模小売店舗において小売業を行う者
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氏 名 又 は 名 称 住 所

マックスバリュ九州株式会社 福岡市博多区博多駅東三丁目13番21号

氏 名 又 は 名 称 住 所

マックスバリュ九州株式会社 福岡市博多区博多駅東三丁目13番21号

駐 車 場 の 位 置 収容台数 (台)

福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外 76

駐 輪 場 の 位 置 収容台数 (台)

福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外 53

荷さばき施設の位置 面積 (平方メートル)

福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外 32

廃棄物等の保管施設の位置 容量 (立方メートル)

福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲字宮ノ下702番１ 外 36.87

小売業者の氏名 開店時刻 閉店時刻

マックスバリュ九州株式会社 24時間

氏 名 又 は 名 称 住 所

株式会社オートバックスセブン 東京都江東区豊洲五丁目６番52号

氏 名 又 は 名 称 住 所

�



４ 大規模小売店舗を新設する日

平成20年４月23日

５ 大規模小売店舗内の店舗面積の合計

2,192㎡

６ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

� 駐車場の位置及び収容台数

� 駐輪場の位置及び収容台数

� 荷さばき施設の位置及び面積

� 廃棄物等の保管施設の位置及び容量

７ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

� 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻

� 駐車場において来客の自動車が駐車することができる時間帯

午前８時30分から午後10時30分まで

� 駐車場の自動車の出入口の数及び位置

２ケ所 福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外

� 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯

午前９時から午後10時まで

公告

都市計画の案について公聴会を開催するので､ 福岡県都市計画公聴会規則 (昭和45年

福岡県規則第43号) 第３条第１項の規定により次のように公告する｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

１ 決定又は変更しようとする都市計画の種類

� 大牟田都市計画区域区分

� 大牟田都市計画臨港地区

２ 開催の日時及び場所

� 日時

平成19年10月４日 午後７時から９時まで

� 場所

福岡県大牟田総合庁舎 第３会議室 (大牟田市小浜町24番１)

３ 都市計画の案の概要及び閲覧

� 大牟田都市計画区域区分の変更の案の概要

市街化区域及び市街化調整区域の区分を､ �の場所で閲覧する計画図表示のとお

り変更する｡

� 大牟田都市計画臨港地区の決定の案の概要

� 閲覧

�については､ 平成19年９月５日から同月19日までの間､ 福岡県建築都市部都市

計画課及び大牟田市都市計画・公園課において､ �については､ 平成19年９月５日

から同月19日までの間､ 福岡県建築都市部都市計画課､ 福岡県大牟田土木事務所河
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株式会社パブリック 福岡市早良区南庄一丁目15番15号

駐 車 場 の 位 置 収容台数 (台)

福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外 116

駐 輪 場 の 位 置 収容台数 (台)

福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外 45

荷さばき施設の位置 面積 (平方メートル)

福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外 60

廃棄物等の保管施設の位置 容量 (立方メートル)

福岡県大野城市御笠川五丁目２番１ 外 26.76

小売業者の氏名 開店時刻 閉店時刻

株式会社パブリック 午前９時 午後10時

公 告

名 称 位 置 及 び 区 域 面 積

三池港臨港地区
大牟田市新港町､ 西港町１丁目､ 西港町２
丁目及び四山町の一部

約343.6ヘクタール

�



川砂防課及び三池港管理出張所並びに大牟田市都市計画・公園課において､ 公衆の

閲覧に供する｡

４ 意見を述べようとする者の申出の方法及び期限等

� 公聴会において意見を述べようとする者は､ 公述申出書を平成19年９月19日 (必

着) までに福岡県建築都市部都市計画課に提出すること｡

� 公述申出書 (様式) は､ ３の閲覧場所において配布する｡

５ 公述人の選定及び公述方法

公述申出書を提出した者で､ 公述人に選定されたものは､ 公聴会に出席して公述申

出書に記載した内容により意見を述べることができる｡

６ その他

� 傍聴

公述人を除き､ この公聴会の傍聴を希望する者は､ 公聴会当日､ 会場にて開催の

30分前から傍聴券を交付するので､ 受付に申し込むこと｡ ただし､ 申込み多数の場

合は先着順とする｡

� 開催の中止

公述申出者がいない場合は､ この公聴会は中止されるので､ 傍聴を希望する者は

､ 開催情報について事前に県ホームページ (http://www.pref.fukuoka.lg.jp/) 又は直

接問い合わせにより確認すること｡

� 問い合わせ先

この公聴会についての問い合わせは､ 福岡県建築都市部都市計画課 (福岡市博多

区東公園７番７号 電話092－643－3711) に対して行うこと｡

公告

福岡県養ほう振興施行細則の一部を改正する規則案について､ 平成19年６月15日から

平成19年７月17日までの間､ 御意見を募集しました｡

その結果､ 提出された御意見はありませんでしたので､ 原案のとおり平成19年８月27

日に公布しました｡

平成19年９月５日

福岡県知事 麻 生 渡

問い合わせ先

農政部畜産課生産係

電話：092－643－3499

メールアドレス：chikusan＠pref.fukuoka.lg.jp

福岡県選挙管理委員会告示第123号

平成19年４月22日執行の直方市議会議員一般選挙における当選の効力に関し､ 福岡県

直方市大字永満寺2477番地８仲野照明から提起された審査の申立てについて､ 平成19年

８月24日､ 当委員会は次のとおり裁決した｡

平成19年９月５日

福岡県選挙管理委員会委員長 田 辺 俊 明�
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裁
決

書

福
岡
県
直
方
市
大
字
永
満
寺
24
77
番
地
８

審
査
申
立
人

仲
野

照
明

上
記
審
査
申
立
人
(以
下
｢申
立
人
｣
と
い
う
｡
)
か
ら
平
成
19
年
６
月
26
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
19
年
４
月
22
日
執
行
の
直
方
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
(以
下
｢本
件
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
､
当
委
員
会
は
､
次

の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

主
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
｡

審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

本
件
選
挙
に
つ
い
て
､
申
立
人
が
平
成
19
年
４
月
23
日
付
け
で
直
方
市
選
挙
管
理
委
員
会
(以
下
｢市
委
員
会
｣
と
い
う
｡
)
に
対
し
､

当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
､
市
委
員
会
は
､
同
年
５
月
18
日
付
け
で
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
｡

申
立
人
は
､
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
､
当
委
員
会
に
対
し
､
こ
の
決
定
を
取
り
消
し
､
当
選
人
の
変
更
を
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
｡

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

１
本
件
選
挙
の
開
票
管
理
者
が
､
開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
説
明
及
び
周
知
義
務
を
怠
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
票
事
務
を
執

行
し
た
行
為
は
､
公
職
選
挙
法
(以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
67
条
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
｡

開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
事
前
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
､
当
日
の
説
明
会
に
欠
席
し
た
開
票
立
会
人
に
は
､
そ
の
後
､

職
務
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡

２
あ
た
か
も
開
票
事
務
従
事
者
が
､
投
票
の
審
査
､
点
検
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
市
委
員
会
が
作
成
し
た
｢選
挙

立
会
人
事
務
打
合
せ
資
料
｣
を
､
開
票
立
会
人
に
配
布
す
る
と
と
も
に
周
知
さ
せ
た
漫
然
的
行
為
は
､
明
ら
か
に
重
大
な
法
令
違
反
で
あ

る
｡ ま
た
､
一
括
点
検
方
式
に
関
す
る
具
体
的
な
詳
細
説
明
等
は
何
ら
な
さ
れ
て
お
ら
ず
､
開
票
立
会
人
が
一
括
点
検
方
式
に
つ
い
て
全
く

理
解
し
て
い
な
い
状
況
で
の
開
票
事
務
に
お
い
て
は
､
万
一
､
開
票
事
務
従
事
者
が
開
票
事
務
に
関
し
て
不
正
行
為
を
行
っ
た
場
合
､
そ

の
こ
と
を
発
見
及
び
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

以
上
の
と
お
り
､
開
票
立
会
人
が
投
票
の
点
検
に
際
し
､
そ
の
点
検
方
法
を
錯
誤
し
て
開
票
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
､

適
法
に
投
票
の
点
検
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
開
票
事
務
は
当
然
無
効
で
あ
る
｡

３
市
委
員
会
は
､
一
括
点
検
方
式
導
入
の
承
認
を
受
け
た
と
主
張
し
て
い
る
が
､
関
係
法
令
に
は
､
一
括
点
検
方
式
の
定
め
は
存
在
し
て

お
ら
ず
､
市
委
員
会
が
実
施
し
た
一
括
点
検
方
式
は
､
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
当
然
無
効
で
あ
る
｡

開
票
立
会
人
の
点
検
に
つ
い
て
の
法
規
定
の
趣
旨
は
､
開
票
立
会
人
に
お
い
て
､
開
票
管
理
者
に
対
し
個
々
の
投
票
の
効
力
に
つ
き
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
､
個
々
の
記
載
を
現
実
に
見
て
確
認
し
､
そ
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
｡
た
と
え
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
一
括
点
検
に
よ
っ
た
と
し
て
も
､
開
票
立
会
人
が
点
検
で
き
る
状
態
で

完
全
有
効
票
を
一
括
し
て
回
覧
し
､
回
覧
表
に
確
認
印
等
を
も
ら
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

投
票
束
を
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ん
だ
状
態
で
一
括
点
検
台
に
各
候
補
者
別
に
投
票
束
を
留
め
置
き
､
開
票
終
了
後
に
開
票
立
会

人
を
一
括
点
検
台
に
誘
導
し
形
式
的
に
投
票
の
点
検
を
さ
せ
た
後
､
直
ち
に
有
効
投
票
決
定
箋
に
捺
印
さ
せ
た
行
為
は
､
開
票
立
会
人
の

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
剥
奪
し
た
も
の
で
あ
り
､
法
第
67
条
に
違
反
し
て
い
る
｡

４
開
票
立
会
人
が
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
第
一
計
算
係
､
総
点
検
係
､
一
括
点
検
整
理
係
の
開
票
事
務

従
事
者
か
ら
投
票
の
点
検
を
制
止
さ
れ
､
他
の
開
票
事
務
従
事
者
か
ら
｢立
会
人
自
席
に
戻
り
疑
問
票
の
点
検
を
急
ぐ
よ
う
｣
に
促
さ
れ

て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
が
投
票
を
点
検
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
奪
う
行
為
は
､
法
第
66
条
第
２
項
の
規
定
に
違
反
す
る
｡

開
票
立
会
人
が
自
由
に
開
票
行
為
を
点
検
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
､
開
票
事
務
従
事
者
ら
が
不
正
に
投
票
用
紙
の
抜
き
取
り
や
加
算
､

投
票
用
紙
の
差
し
替
え
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
｡

５
公
職
選
挙
法
施
行
令
(以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
76
条
で
は
､
点
検
済
み
の
投
票
を
封
印
す
る
際
は
開
票
立
会
人
と
と
も
に
封

印
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
の
立
会
い
も
な
い
の
に
､
開
票
事
務
従
事
者
が
単
独
で
点
検
済
み
の
投
票
を
封
筒
に
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入
れ
封
緘
を
し
た
上
､
開
票
立
会
人
自
席
に
当
該
封
緘
済
み
の
封
筒
を
持
参
し
､
開
票
立
会
人
に
押
印
さ
せ
た
行
為
は
､
施
行
令
第
76
条

に
違
反
す
る
｡

６
市
委
員
会
は
､
異
議
の
申
出
の
審
理
に
お
い
て
､
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
異
議
申
出
補
充
書
面
に
よ
る
投
票
の
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点

検
の
申
出
を
認
容
し
た
後
､
形
式
的
に
短
時
間
で
投
票
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
当
該
申
出
は
､
法
第
21
6条

第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
検
証
の
申
立
て
で
あ
り
､
申
立
て
に
よ
り
検
証
を
す
る
場

合
に
は
､
あ
ら
か
じ
め
そ
の
日
時
及
び
場
所
を
当
該
申
出
人
に
通
知
し
､
こ
れ
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
市
委
員
会
は
､
関
係
法
に
精
通
し
て
い
な
い
当
該
申
出
人
に
対
し
点
検
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
て
お
ら
ず
､

恣
意
的
に
行
わ
れ
た
投
票
の
筆
跡
等
の
点
検
は
､
違
法
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
違
法
な
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
市
委
員
会
の
当
該
処
分
に
つ
い
て
は
､
当
然
無
効
で
あ
る
｡

７
市
委
員
会
は
､
｢開
票
作
業
は
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
厳
正
か
つ
慎
重
に
行
わ
れ
て
お
り
､
開
票
事
務
従
事
者
の
不
正
は
あ
り
え

な
い
｡
｣
と
断
言
す
る
が
､
申
立
人
の
調
査
で
次
の
事
実
が
判
明
し
た
｡

�
本
件
選
挙
の
候
補
者
仲
野
照
明
(以
下
｢な
か
の
候
補
｣
と
い
う
｡
)
の
有
効
投
票
束
は
､
合
計
３
回
断
続
的
に
一
括
点
検
台
に
置

か
れ
た
が
､
他
の
候
補
の
投
票
束
は
継
続
し
て
一
括
点
検
台
に
置
か
れ
て
お
り
､
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
｡
ま
た
､
開
票
事
務
従
事

者
の
う
ち
､
総
点
検
台
付
近
に
い
た
複
数
の
者
が
､
ポ
ケ
ッ
ト
の
付
い
た
ブ
レ
ザ
ー
を
着
用
し
て
い
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
用
紙
は
か
な
り
あ
っ
た
｡
｣
と
回
答
し
て
い
る
｡

ま
た
､
内
容
点
検
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
は
他
の
候
補
よ
り
も
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
｡
継

続
的
に
内
容
点
検
を
し
た
｡
投
票
用
紙
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
運
ば
れ
て
き
た
｡
｣
と
回
答
し
た
｡

�
直
方
市
議
会
事
務
局
長
が
､
昨
年
１
月
､
な
か
の
候
補
の
住
民
監
査
請
求
を
妨
害
す
る
目
的
で
､
指
定
暴
力
団
を
名
乗
る
東
京
在
住

の
男
を
使
っ
て
､
な
か
の
候
補
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
予
見
で
き
な
い
こ
と
を
平
然
と
行
う
職
員
ら
が
従
事
し
て
い
た

開
票
事
務
は
信
頼
性
が
乏
し
い
｡

以
上
か
ら
､
本
件
選
挙
に
伴
う
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
｡

裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
､
本
件
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
､
こ
れ
を
受
理
し
､
市
委
員
会
か
ら
弁
明
書
を
徴
し
､
申
立
人
か
ら
は
反
論

書
を
徴
し
､
ま
た
､
職
権
に
よ
り
市
委
員
会
か
ら
選
挙
録
､
投
票
所
投
票
録
､
未
使
用
の
投
票
用
紙
及
び
そ
の
他
の
関
係
書
類
の
提
出
を
求

め
､
こ
れ
ら
を
慎
重
に
調
査
し
た
｡

と
こ
ろ
で
､
当
選
無
効
原
因
と
は
､
当
選
人
の
決
定
に
違
法
の
事
由
が
あ
る
こ
と
､
す
な
わ
ち
､
当
選
人
を
決
定
し
た
選
挙
会
の
構
成
に

違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
手
続
に
違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
内
容
－
例
え
ば
､
投
票
の
有
効
無
効
の
判
定
､
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算

定
､
当
選
人
と
な
り
う
る
資
格
の
有
無
の
認
定
－
に
違
法
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
(昭
和
30
年
９
月
29
日
大
阪
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
法
第
20
9条
第
１
項
に
お
い
て
､
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
も
､
そ
の
選
挙
が
法
第
20
5条
第
１
項
の
選
挙
無
効
の
場

合
に
該
当
す
る
と
き
は
､
当
該
選
挙
管
理
委
員
会
は
､
選
挙
の
全
部
又
は
一
部
の
無
効
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡

お
よ
そ
選
挙
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
､
法
第
20
5条
第
１
項
に
規
定
す
る
よ
う
に
､
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
で
あ
っ

て
､
か
つ
､
そ
の
規
定
違
反
が
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
｡

こ
こ
で
｢選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
｣
と
は
､
主
と
し
て
選
挙
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に

関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
､
ま
た
は
直
接
か
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
が
､
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の

自
由
公
正
の
原
則
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
と
き
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭
和
27
年
12
月
４
日
最
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
｢選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
｣
と
は
､
当
該
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に
関
す
る
規
定
違
反
が
な
か
っ
た
な

ら
ば
､
選
挙
の
結
果
に
つ
き
､
あ
る
い
は
異
な
っ
た
結
果
を
生
じ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭

和
29
年
９
月
24
日
最
高
裁
判
決
)
｡

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
､
順
次
申
立
理
由
を
判
断
す
る
｡
な
お
､
本
件
選
挙
は
､
開
票
事
務
と
選
挙
会
事
務
が
合
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
で
､
審
査
申
立
書
に
｢開
票
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
長
｣
と
､
｢開
票
立
会
人
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
立
会
人
｣
と
認
め
て

判
断
し
た
｡
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� １
申
立
理
由
１
に
つ
い
て

本
件
選
挙
の
選
挙
立
会
人
(以
下
｢立
会
人
｣
と
い
う
｡
)
に
つ
い
て
は
､
立
会
人
の
届
出
期
限
で
あ
る
平
成
19
年
４
月
19
日
ま
で
に

21
人
の
候
補
者
か
ら
届
出
が
あ
り
､
く
じ
に
よ
り
10
人
が
立
会
人
に
決
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
立
会
人
に
は
､
な
か
の
候
補
が
届
出
た
者

も
決
定
さ
れ
て
い
る
｡

市
委
員
会
は
､
翌
日
の
４
月
20
日
に
市
役
所
に
お
い
て
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
､
こ
の
説
明
会
に
は
､
立
会

人
10
人
の
う
ち
９
人
が
出
席
し
て
お
り
､
な
か
の
候
補
の
立
会
人
に
つ
い
て
の
み
代
理
人
が
出
席
し
て
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
説
明
会
で
は
､

資
料
｢選
挙
立
会
人
事
務
打
合
せ
｣
を
配
付
し
て
お
り
､
当
該
資
料
に
は
､
①
立
会
人
の
意
義
､
②
参
会
時
の
注
意
事
項
及
び
市
委
員
会

の
連
絡
先
､
③
立
会
人
の
職
務
､
④
投
票
点
検
の
流
れ
､
⑤
投
票
点
検
の
要
領
､
⑥
開
票
所
の
秩
序
の
保
持
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
お

り
､
市
委
員
会
か
ら
立
会
人
に
対
し
て
必
要
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
｡

ま
た
､
申
立
人
は
､
市
委
員
会
か
ら
欠
席
し
た
立
会
人
に
対
し
て
直
接
説
明
が
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
､
そ
も
そ
も
な
か
の
候

補
の
届
け
出
た
立
会
人
が
代
理
人
を
事
前
説
明
会
に
出
席
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
し
､
ま
た
､
事
前
説
明
会
を
行
う
こ
と
は
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

２
申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て

開
票
手
続
に
関
し
て
は
､
法
第
61
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
､
開
票
管
理
者
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
長
｡
以
下
同
じ
｡
)
は
､

開
票
立
会
人
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
立
会
人
｡
以
下
同
じ
｡
)
と
と
も
に
､
当
該
選
挙
に
お
け
る
各
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所

の
投
票
を
開
票
区
ご
と
に
混
同
し
て
､
投
票
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(法
第
66
条
第
１
項
及
び
第
２
項
)
｡
そ
し

て
､
投
票
の
効
力
は
､
開
票
立
会
人
の
意
見
を
聴
き
､
開
票
管
理
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
れ
て
い
る
(法
第
67
条
)
｡
こ
こ

で
､
投
票
の
｢点
検
｣
と
は
､
各
投
票
の
効
力
を
決
定
し
､
各
候
補
者
別
に
得
票
数
を
計
算
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
､
本
件
選
挙
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

本
件
選
挙
の
開
票
事
務
は
､
選
挙
会
場
に
お
い
て
選
挙
会
事
務
に
併
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
の
選
挙
会
は
､
平
成
19
年
４
月

22
日
午
後
９
時
か
ら
直
方
市
体
育
館
(以
下
｢体
育
館
｣
と
い
う
｡
)
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
｡
ま
た
､
本
件
選
挙
は
､
直
方
市
長
選
挙

(以
下
｢市
長
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
と
同
時
選
挙
で
あ
り
､
開
票
作
業
も
併
行
し
て
行
わ
れ
た
た
め
､
体
育
館
の
東
側
半
分
が
本
件
選
挙

の
選
挙
会
の
た
め
に
､
西
側
半
分
が
市
長
選
挙
の
選
挙
会
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
｡
両
選
挙
会
場
に
は
､
選
挙
長
を
は
じ
め
立
会
人
､
開

票
事
務
従
事
者
等
が
参
集
し
た
｡

ま
た
､
体
育
館
の
東
側
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
上
に
報
道
関
係
者
席
が
設
け
ら
れ
､
体
育
館
の
２
階
の
観
覧
席
(ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
東
側
を

除
く
３
側
面
に
あ
る
｡
)
に
は
､
参
観
人
席
が
設
け
ら
れ
た
｡
参
観
人
は
､
２
階
の
観
覧
席
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
､
開
票
作

業
は
報
道
関
係
者
や
多
数
の
参
観
人
が
四
方
か
ら
注
視
す
る
中
で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
こ
で
､
開
票
事
務
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
取
扱
い
は
､
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
｡

�
直
方
市
内
19
箇
所
の
投
票
所
か
ら
選
挙
会
場
に
移
送
さ
れ
た
19
個
の
投
票
箱
は
､
６
台
の
開
披
台
に
適
宜
分
配
さ
れ
､
各
開
披
台
ご

と
に
投
票
が
取
り
出
さ
れ
混
同
さ
れ
た
｡
投
票
は
､
完
全
有
効
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
､
点
字
投
票
に
仕

分
け
さ
れ
､
完
全
有
効
票
は
第
１
連
絡
係
に
よ
り
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
50
音
別
に
分
類
さ
れ
､
第
２
連
絡
係
に
よ
り
候
補
者
別
分
類
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
分
類
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
候
補
者
別
に
分
類
さ
れ
､
第
３
連
絡
係
に
よ
り
内
容
点
検
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
点
検
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
内
容
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
投
票
の
中
に
他
の
候
補
者
の
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
及
び
点
字

投
票
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
か
点
検
さ
れ
､
第
４
連
絡
係
に
よ
り
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
(候
補
者
23
人
を
３
班
体
制
で
計
数
)
の
各
班
に

回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
完
全
有
効
投
票
は
､
計
数
機
に
よ
っ
て
50
票
ご
と
に
区
分
さ
れ
､
第
２
ビ
ル
コ
ン
係

に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
再
度
､
別
の
計
数
機
に
よ
り
50
票
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
､
確
認
後
､
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50
票
ご
と
に
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
､
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
電
算
端
末
機
に
そ
の
票
数
を
入
力
さ
れ
､
入
力
に
よ
り
出
力
さ
れ
た
有
効
投

票
決
定
箋
(以
下
｢決
定
箋
｣
と
い
う
｡
)
を
添
付
の
上
､
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
の
記
載
と
投
票
束
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
､
そ
の
投
票
束

に
他
の
候
補
者
の
投
票
が
混
入
し
て
い
な
い
か
最
終
確
認
さ
れ
た
上
で
､
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
り
電
算
入
力
さ
れ
､
第
１

計
算
係
で
入
力
さ
れ
た
投
票
数
と
突
合
の
上
､
第
５
連
絡
係
に
よ
り
一
括
点
検
台
に
候
補
者
ご
と
に
並
べ
ら
れ
た
｡

�
一
括
点
検
台
に
並
べ
ら
れ
た
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
は
立
会
人
に
よ
る
自
由
な
点
検
に
供
さ
れ
､
最
後
に
有
効
投

票
決
定
箋
(一
括
)
に
選
挙
長
及
び
立
会
人
の
押
印
を
徴
し
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
点
検
に
つ
い
て
は
､
い
わ
ゆ
る
一
括
点
検
方
式
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
｡

一
括
点
検
方
式
は
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
､
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
は
､
市

委
員
会
の
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る
｡
な
お
､
そ
の
た
め
に
開
票
作
業
の
公
正
性
及
び
正
確
性
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
､
一
括
点
検
方
式
に
よ
る
と
し
て
も
､
立
会
人
の
点
検
を
確
保
す
る
手
段
を
講
じ
る
な
ど
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
､

立
会
人
の
点
検
を
現
実
に
確
保
す
べ
き
方
法
が
と
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

本
件
選
挙
に
お
け
る
一
括
点
検
方
式
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
４
月
20
日
の
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
に
お
い
て
､
一
括
点
検
台

に
置
か
れ
た
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
､
自
由
に
点
検
し
て
よ
い
旨
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
､
こ
れ
に
対
し
て
立
会
人
か
ら
異

議
等
も
あ
っ
て
い
な
い
｡

申
立
人
は
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
開
票
事
務
従
事
者
に
制
止
さ
れ
た
旨
を
指
摘
す
る
が
､
こ
れ
は
､

疑
問
票
等
が
立
会
人
席
に
回
付
さ
れ
た
際
に
､
疑
問
票
等
を
先
に
点
検
す
る
よ
う
立
会
人
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
り
､
各
立
会
人
が
投
票

を
１
枚
ず
つ
点
検
す
る
疑
問
票
等
の
点
検
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
､
そ
の
他
の
場
合
に
ま
で
､

立
会
人
の
点
検
が
制
止
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
､
申
立
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
の
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
50
票
の
投
票
ご
と
に
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
５
番
の

大
き
さ
の
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ま
れ
た
状
態
で
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
て
い
る
が
､
点
検
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か

も
､
な
か
の
候
補
の
届
け
出
た
立
会
人
も
含
め
て
す
べ
て
の
立
会
人
が
､
最
終
的
に
有
効
投
票
決
定
箋
(一
括
)
に
押
印
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
66
条
第
２
項
及
び
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

３
申
立
理
由
５
に
つ
い
て

施
行
令
第
76
条
に
よ
り
､
開
票
管
理
者
は
､
点
検
済
み
の
投
票
の
有
効
無
効
を
区
別
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
別
の
封
筒
に
入
れ
､
開
票
立
会

人
と
と
も
に
封
印
を
し
､
こ
れ
を
投
票
録
及
び
開
票
録
並
び
に
開
票
に
関
す
る
書
類
と
と
も
に
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
､
立
会
人
が
選
挙
長
と
と
も
に
行
う
の
は
封
じ
目
に
印
を
押
す
こ
と
で
あ
り
､
点
検
済
み
の
投
票
を

封
筒
に
入
れ
る
の
は
選
挙
長
の
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
選
挙
長
の
管
理
の
下
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
点
検
済
み
の
投
票

の
封
入
作
業
は
､
同
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

４
申
立
理
由
６
に
つ
い
て

行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
第
１
項
の
規
定
は
､
｢審
査
庁
は
､
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
､
必
要

な
場
所
に
つ
き
､
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
し
て
い
る
が
､
本
項
に
基
づ
く
検
証
は
､
あ
く
ま
で
も
｢場
所
｣
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
り
､
場
所
に
つ
い
て
審
査
庁
が
直
接
自
己
の
五
感
作
用
に
よ
っ
て
事
物
の
性
状
・
現
象
を
検
査
し
､
そ
の
結
果
を
証
拠
資
料
に
す

る
証
拠
調
べ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

投
票
の
簡
易
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点
検
は
､
同
法
第
28
条
に
規
定
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
該
当
す
る
投
票
済
み
の
投
票
用
紙
を
点

検
す
る
も
の
で
あ
り
､
｢場
所
｣
に
対
す
る
検
証
で
は
な
く
､
同
法
第
29
条
第
１
項
の
検
証
に
は
当
た
ら
な
い
た
め
､
申
立
人
の
主
張
は

採
用
で
き
な
い
｡

な
お
､
申
立
人
は
､
異
議
申
出
段
階
に
お
け
る
再
証
拠
調
べ
に
際
し
て
､
自
ら
立
会
い
を
求
め
な
い
旨
を
異
議
申
出
補
充
書
面
に
記
載
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し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

５
申
立
理
由
７
に
つ
い
て

申
立
人
は
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

旨
を
申
し
立
て
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
当
委
員
会
が
調
査
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ま
ず
､
本
件
審
査
の
申
立
て
の
前
提
と
な
る
異
議
申
出
の
審
理
に
当
た
っ
て
は
､
市
委
員
会
は
､
平
成
19
年
５
月
14
日
に
申
立
人
立
会

い
の
上
､
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
投
票
の
再
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
市
委
員
会
は
､
同

年
５
月
16
日
に
､
異
議
申
出
人
の
申
立
て
に
よ
り
､
当
選
人
の
う
ち
｢な
す
和
也
｣
｢渡
辺
和
幸
｣
｢す
み
た
和
昭
｣
の
有
効
投
票
に
つ

い
て
同
一
筆
跡
等
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
､
職
権
に
よ
り
再
度
再
点
検
を
実
施
し
､
投
票
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
｡

当
委
員
会
は
､
上
述
の
市
委
員
会
に
お
い
て
再
点
検
を
実
施
し
た
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
(計
34
,3
03
票
)
以
外
の
選

挙
人
の
投
票
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
投
票
用
紙
(以
下
｢未
使
用
の
投
票
用
紙
｣
と
い
う
｡
)
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
職
権
に
よ
り
､
市

委
員
会
に
提
出
を
求
め
､
調
査
点
検
し
た
｡
未
使
用
の
投
票
用
紙
の
調
査
点
検
に
当
た
っ
て
は
､
そ
の
規
格
や
色
等
に
異
常
が
な
い
か
､

記
入
の
痕
跡
が
な
い
か
等
を
確
認
の
上
､
計
数
機
２
台
を
使
用
し
枚
数
の
確
認
を
行
っ
た
｡

本
件
選
挙
に
お
い
て
市
委
員
会
に
納
品
さ
れ
た
投
票
用
紙
は
､
全
部
で
50
,6
50
枚
(う
ち
55
0枚
は
予
備
)
で
あ
り
､
未
使
用
の
投
票

用
紙
は
､
各
投
票
所
か
ら
の
返
還
分
10
,0
54
枚
及
び
そ
の
他
の
未
使
用
分
6,
29
3枚
の
計
16
,3
47
枚
で
あ
っ
た
｡
よ
っ
て
､
投
票
に
使
用
さ

れ
た
投
票
用
紙
34
,3
03
枚
と
未
使
用
の
投
票
用
紙
16
,3
47
枚
を
合
算
す
る
と
､
納
品
の
枚
数
50
,6
50
枚
と
合
致
し
た
｡
ま
た
､
未
使
用
の

投
票
用
紙
に
つ
い
て
､
異
常
等
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
｡

ま
た
､
な
か
の
候
補
の
得
票
数
に
つ
い
て
関
係
書
類
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
､
２
班
に
分
け
ら
れ
た
計
算
係
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
端
末
機

の
入
力
状
況
が
分
か
る
資
料
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
､
選
挙
録
､
開
票
結
果
速
報
は
す
べ
て
一
致
し
て
お
り
､
選
挙
録
に
は
す

べ
て
の
立
会
人
に
よ
り
､
各
候
補
者
の
得
票
数
に
つ
い
て
真
正
で
あ
る
旨
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
本
件
選
挙
に
係
る
開
票
事
務
は
､
｢２

申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て
｣
に
記
述
す
る
と
お
り
､
10
人
の
立
会
人
を
は

じ
め
､
報
道
関
係
者
そ
し
て
多
数
の
参
観
人
が
注
視
す
る
中
で
整
然
と
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
等
に
よ

り
不
正
が
行
わ
れ
た
と
い
う
具
体
的
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
る
不
正
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ず
､
こ
れ
を
認
容
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
｡

以
上
の
と
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
は
､
い
ず
れ
も
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
､

申
立
人
の
異
議
の
申
出
を
棄
却
し
た
市
委
員
会
の
決
定
に
誤
り
は
な
い
｡

ま
た
､
本
件
選
挙
に
関
し
､
選
挙
を
無
効
と
す
べ
き
事
由
も
認
め
ら
れ
な
い
｡

よ
っ
て
､
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

平
成
19
年
８
月
24
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

田
辺
俊
明

委
員

水
戸
栄
樹

委
員

松
永
成
行

委
員

伊
豆
善
也
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裁
決

書

福
岡
県
直
方
市
大
字
上
頓
野
43
87
番
地

審
査
申
立
人

大
下

利
道

上
記
審
査
申
立
人
(以
下
｢申
立
人
｣
と
い
う
｡
)
か
ら
平
成
19
年
６
月
26
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
19
年
４
月
22
日
執
行
の
直
方
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
(以
下
｢本
件
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
､
当
委
員
会
は
､
次

の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

主
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
｡

審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

本
件
選
挙
に
つ
い
て
､
異
議
申
出
人
仲
野
照
明
(以
下
｢異
議
申
出
人
｣
と
い
う
｡
)
が
平
成
19
年
４
月
23
日
付
け
で
直
方
市
選
挙
管
理

委
員
会
(以
下
｢市
委
員
会
｣
と
い
う
｡
)
に
対
し
､
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
､
市
委
員
会
は
､
同
年
５
月
18

日
付
け
で
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
｡

申
立
人
は
､
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
､
当
委
員
会
に
対
し
､
こ
の
決
定
を
取
り
消
し
､
当
選
人
の
変
更
を
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
｡

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

１
本
件
選
挙
の
開
票
管
理
者
が
､
開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
説
明
及
び
周
知
義
務
を
怠
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
票
事
務
を
執

行
し
た
行
為
は
､
公
職
選
挙
法
(以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
67
条
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
｡

開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
事
前
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
､
当
日
の
説
明
会
に
欠
席
し
た
開
票
立
会
人
に
は
､
そ
の
後
､

職
務
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡

２
あ
た
か
も
開
票
事
務
従
事
者
が
､
投
票
の
審
査
､
点
検
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
市
委
員
会
が
作
成
し
た
｢選
挙

立
会
人
事
務
打
合
せ
資
料
｣
を
､
開
票
立
会
人
に
配
布
す
る
と
と
も
に
周
知
さ
せ
た
漫
然
的
行
為
は
､
明
ら
か
に
重
大
な
法
令
違
反
で
あ

る
｡ ま
た
､
一
括
点
検
方
式
に
関
す
る
具
体
的
な
詳
細
説
明
等
は
何
ら
な
さ
れ
て
お
ら
ず
､
開
票
立
会
人
が
一
括
点
検
方
式
に
つ
い
て
全
く

理
解
し
て
い
な
い
状
況
で
の
開
票
事
務
に
お
い
て
は
､
万
一
､
開
票
事
務
従
事
者
が
開
票
事
務
に
関
し
て
不
正
行
為
を
行
っ
た
場
合
､
そ

の
こ
と
を
発
見
及
び
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

以
上
の
と
お
り
､
開
票
立
会
人
が
投
票
の
点
検
に
際
し
､
そ
の
点
検
方
法
を
錯
誤
し
て
開
票
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
､

適
法
に
投
票
の
点
検
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
開
票
事
務
は
当
然
無
効
で
あ
る
｡

３
市
委
員
会
は
､
一
括
点
検
方
式
導
入
の
承
認
を
受
け
た
と
主
張
し
て
い
る
が
､
関
係
法
令
に
は
､
一
括
点
検
方
式
の
定
め
は
存
在
し
て

お
ら
ず
､
市
委
員
会
が
実
施
し
た
一
括
点
検
方
式
は
､
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
当
然
無
効
で
あ
る
｡

開
票
立
会
人
の
点
検
に
つ
い
て
の
法
規
定
の
趣
旨
は
､
開
票
立
会
人
に
お
い
て
､
開
票
管
理
者
に
対
し
個
々
の
投
票
の
効
力
に
つ
き
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
､
個
々
の
記
載
を
現
実
に
見
て
確
認
し
､
そ
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
｡
た
と
え
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
一
括
点
検
に
よ
っ
た
と
し
て
も
､
開
票
立
会
人
が
点
検
で
き
る
状
態
で

完
全
有
効
票
を
一
括
し
て
回
覧
し
､
回
覧
表
に
確
認
印
等
を
も
ら
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

投
票
束
を
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ん
だ
状
態
で
一
括
点
検
台
に
各
候
補
者
別
に
投
票
束
を
留
め
置
き
､
開
票
終
了
後
に
開
票
立
会

人
を
一
括
点
検
台
に
誘
導
し
形
式
的
に
投
票
の
点
検
を
さ
せ
た
後
､
直
ち
に
有
効
投
票
決
定
箋
に
捺
印
さ
せ
た
行
為
は
､
開
票
立
会
人
の

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
剥
奪
し
た
も
の
で
あ
り
､
法
第
67
条
に
違
反
し
て
い
る
｡

４
開
票
立
会
人
が
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
第
一
計
算
係
､
総
点
検
係
､
一
括
点
検
整
理
係
の
開
票
事
務

従
事
者
か
ら
投
票
の
点
検
を
制
止
さ
れ
､
他
の
開
票
事
務
従
事
者
か
ら
｢立
会
人
自
席
に
戻
り
疑
問
票
の
点
検
を
急
ぐ
よ
う
｣
に
促
さ
れ

て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
が
投
票
を
点
検
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
奪
う
行
為
は
､
法
第
66
条
第
２
項
の
規
定
に
違
反
す
る
｡

開
票
立
会
人
が
自
由
に
開
票
行
為
を
点
検
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
､
開
票
事
務
従
事
者
ら
が
不
正
に
投
票
用
紙
の
抜
き
取
り
や
加
算
､

投
票
用
紙
の
差
し
替
え
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
｡

５
公
職
選
挙
法
施
行
令
(以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
76
条
で
は
､
点
検
済
み
の
投
票
を
封
印
す
る
際
は
開
票
立
会
人
と
と
も
に
封
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印
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
の
立
会
い
も
な
い
の
に
､
開
票
事
務
従
事
者
が
単
独
で
点
検
済
み
の
投
票
を
封
筒
に

入
れ
封
緘
を
し
た
上
､
開
票
立
会
人
自
席
に
当
該
封
緘
済
み
の
封
筒
を
持
参
し
､
開
票
立
会
人
に
押
印
さ
せ
た
行
為
は
､
施
行
令
第
76
条

に
違
反
す
る
｡

６
市
委
員
会
は
､
異
議
の
申
出
の
審
理
に
お
い
て
､
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
異
議
申
出
補
充
書
面
に
よ
る
投
票
の
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点

検
の
申
出
を
認
容
し
た
後
､
形
式
的
に
短
時
間
で
投
票
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
当
該
申
出
は
､
法
第
21
6条

第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
検
証
の
申
立
て
で
あ
り
､
申
立
て
に
よ
り
検
証
を
す
る
場

合
に
は
､
あ
ら
か
じ
め
そ
の
日
時
及
び
場
所
を
当
該
申
出
人
に
通
知
し
､
こ
れ
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
市
委
員
会
は
､
関
係
法
に
精
通
し
て
い
な
い
当
該
申
出
人
に
対
し
点
検
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
て
お
ら
ず
､

恣
意
的
に
行
わ
れ
た
投
票
の
筆
跡
等
の
点
検
は
､
違
法
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
違
法
な
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
市
委
員
会
の
当
該
処
分
に
つ
い
て
は
､
当
然
無
効
で
あ
る
｡

７
市
委
員
会
は
､
｢開
票
作
業
は
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
厳
正
か
つ
慎
重
に
行
わ
れ
て
お
り
､
開
票
事
務
従
事
者
の
不
正
は
あ
り
え

な
い
｡
｣
と
断
言
す
る
が
､
申
立
人
の
調
査
で
次
の
事
実
が
判
明
し
た
｡

�
本
件
選
挙
の
候
補
者
仲
野
照
明
(以
下
｢な
か
の
候
補
｣
と
い
う
｡
)
の
有
効
投
票
束
は
､
合
計
３
回
断
続
的
に
一
括
点
検
台
に
置

か
れ
た
が
､
他
の
候
補
の
投
票
束
は
継
続
し
て
一
括
点
検
台
に
置
か
れ
て
お
り
､
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
｡
ま
た
､
開
票
事
務
従
事

者
の
う
ち
､
総
点
検
台
付
近
に
い
た
複
数
の
者
が
､
ポ
ケ
ッ
ト
の
付
い
た
ブ
レ
ザ
ー
を
着
用
し
て
い
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
用
紙
は
か
な
り
あ
っ
た
｡
｣
と
回
答
し
て
い
る
｡

ま
た
､
内
容
点
検
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
は
他
の
候
補
よ
り
も
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
｡
継

続
的
に
内
容
点
検
を
し
た
｡
投
票
用
紙
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
運
ば
れ
て
き
た
｡
｣
と
回
答
し
た
｡

�
直
方
市
議
会
事
務
局
長
が
､
昨
年
１
月
､
な
か
の
候
補
の
住
民
監
査
請
求
を
妨
害
す
る
目
的
で
､
指
定
暴
力
団
を
名
乗
る
東
京
在
住

の
男
を
使
っ
て
､
な
か
の
候
補
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
予
見
で
き
な
い
こ
と
を
平
然
と
行
う
職
員
ら
が
従
事
し
て
い
た

開
票
事
務
は
信
頼
性
が
乏
し
い
｡

以
上
か
ら
､
本
件
選
挙
に
伴
う
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
｡

裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
､
本
件
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
､
こ
れ
を
受
理
し
､
市
委
員
会
か
ら
弁
明
書
を
徴
し
､
申
立
人
か
ら
は
反
論

書
を
徴
し
､
ま
た
､
職
権
に
よ
り
市
委
員
会
か
ら
選
挙
録
､
投
票
所
投
票
録
､
未
使
用
の
投
票
用
紙
及
び
そ
の
他
の
関
係
書
類
の
提
出
を
求

め
､
こ
れ
ら
を
慎
重
に
調
査
し
た
｡

と
こ
ろ
で
､
当
選
無
効
原
因
と
は
､
当
選
人
の
決
定
に
違
法
の
事
由
が
あ
る
こ
と
､
す
な
わ
ち
､
当
選
人
を
決
定
し
た
選
挙
会
の
構
成
に

違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
手
続
に
違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
内
容
－
例
え
ば
､
投
票
の
有
効
無
効
の
判
定
､
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算

定
､
当
選
人
と
な
り
う
る
資
格
の
有
無
の
認
定
－
に
違
法
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
(昭
和
30
年
９
月
29
日
大
阪
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
法
第
20
9条
第
１
項
に
お
い
て
､
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
も
､
そ
の
選
挙
が
法
第
20
5条
第
１
項
の
選
挙
無
効
の
場

合
に
該
当
す
る
と
き
は
､
当
該
選
挙
管
理
委
員
会
は
､
選
挙
の
全
部
又
は
一
部
の
無
効
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡

お
よ
そ
選
挙
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
､
法
第
20
5条
第
１
項
に
規
定
す
る
よ
う
に
､
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
で
あ
っ

て
､
か
つ
､
そ
の
規
定
違
反
が
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
｡

こ
こ
で
｢選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
｣
と
は
､
主
と
し
て
選
挙
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に

関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
､
ま
た
は
直
接
か
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
が
､
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の

自
由
公
正
の
原
則
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
と
き
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭
和
27
年
12
月
４
日
最
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
｢選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
｣
と
は
､
当
該
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に
関
す
る
規
定
違
反
が
な
か
っ
た
な

ら
ば
､
選
挙
の
結
果
に
つ
き
､
あ
る
い
は
異
な
っ
た
結
果
を
生
じ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭

和
29
年
９
月
24
日
最
高
裁
判
決
)
｡

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
､
順
次
申
立
理
由
を
判
断
す
る
｡
な
お
､
本
件
選
挙
は
､
開
票
事
務
と
選
挙
会
事
務
が
合
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
で
､
審
査
申
立
書
に
｢開
票
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
長
｣
と
､
｢開
票
立
会
人
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
立
会
人
｣
と
認
め
て

判
断
し
た
｡
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申
立
理
由
１
に
つ
い
て

本
件
選
挙
の
選
挙
立
会
人
(以
下
｢立
会
人
｣
と
い
う
｡
)
に
つ
い
て
は
､
立
会
人
の
届
出
期
限
で
あ
る
平
成
19
年
４
月
19
日
ま
で
に

21
人
の
候
補
者
か
ら
届
出
が
あ
り
､
く
じ
に
よ
り
10
人
が
立
会
人
に
決
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
立
会
人
に
は
､
な
か
の
候
補
が
届
出
た
者

も
決
定
さ
れ
て
い
る
｡

市
委
員
会
は
､
翌
日
の
４
月
20
日
に
市
役
所
に
お
い
て
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
､
こ
の
説
明
会
に
は
､
立
会

人
10
人
の
う
ち
９
人
が
出
席
し
て
お
り
､
な
か
の
候
補
の
立
会
人
に
つ
い
て
の
み
代
理
人
が
出
席
し
て
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
説
明
会
で
は
､

資
料
｢選
挙
立
会
人
事
務
打
合
せ
｣
を
配
付
し
て
お
り
､
当
該
資
料
に
は
､
①
立
会
人
の
意
義
､
②
参
会
時
の
注
意
事
項
及
び
市
委
員
会

の
連
絡
先
､
③
立
会
人
の
職
務
､
④
投
票
点
検
の
流
れ
､
⑤
投
票
点
検
の
要
領
､
⑥
開
票
所
の
秩
序
の
保
持
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
お

り
､
市
委
員
会
か
ら
立
会
人
に
対
し
て
必
要
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
｡

ま
た
､
申
立
人
は
､
市
委
員
会
か
ら
欠
席
し
た
立
会
人
に
対
し
て
直
接
説
明
が
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
､
そ
も
そ
も
な
か
の
候

補
の
届
け
出
た
立
会
人
が
代
理
人
を
事
前
説
明
会
に
出
席
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
し
､
ま
た
､
事
前
説
明
会
を
行
う
こ
と
は
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

２
申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て

開
票
手
続
に
関
し
て
は
､
法
第
61
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
､
開
票
管
理
者
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
長
｡
以
下
同
じ
｡
)
は
､

開
票
立
会
人
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
立
会
人
｡
以
下
同
じ
｡
)
と
と
も
に
､
当
該
選
挙
に
お
け
る
各
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所

の
投
票
を
開
票
区
ご
と
に
混
同
し
て
､
投
票
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(法
第
66
条
第
１
項
及
び
第
２
項
)
｡
そ
し

て
､
投
票
の
効
力
は
､
開
票
立
会
人
の
意
見
を
聴
き
､
開
票
管
理
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
れ
て
い
る
(法
第
67
条
)
｡
こ
こ

で
､
投
票
の
｢点
検
｣
と
は
､
各
投
票
の
効
力
を
決
定
し
､
各
候
補
者
別
に
得
票
数
を
計
算
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
､
本
件
選
挙
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

本
件
選
挙
の
開
票
事
務
は
､
選
挙
会
場
に
お
い
て
選
挙
会
事
務
に
併
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
の
選
挙
会
は
､
平
成
19
年
４
月

22
日
午
後
９
時
か
ら
直
方
市
体
育
館
(以
下
｢体
育
館
｣
と
い
う
｡
)
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
｡
ま
た
､
本
件
選
挙
は
､
直
方
市
長
選
挙

(以
下
｢市
長
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
と
同
時
選
挙
で
あ
り
､
開
票
作
業
も
併
行
し
て
行
わ
れ
た
た
め
､
体
育
館
の
東
側
半
分
が
本
件
選
挙

の
選
挙
会
の
た
め
に
､
西
側
半
分
が
市
長
選
挙
の
選
挙
会
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
｡
両
選
挙
会
場
に
は
､
選
挙
長
を
は
じ
め
立
会
人
､
開

票
事
務
従
事
者
等
が
参
集
し
た
｡

ま
た
､
体
育
館
の
東
側
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
上
に
報
道
関
係
者
席
が
設
け
ら
れ
､
体
育
館
の
２
階
の
観
覧
席
(ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
東
側
を

除
く
３
側
面
に
あ
る
｡
)
に
は
､
参
観
人
席
が
設
け
ら
れ
た
｡
参
観
人
は
､
２
階
の
観
覧
席
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
､
開
票
作

業
は
報
道
関
係
者
や
多
数
の
参
観
人
が
四
方
か
ら
注
視
す
る
中
で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
こ
で
､
開
票
事
務
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
取
扱
い
は
､
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
｡

�
直
方
市
内
19
箇
所
の
投
票
所
か
ら
選
挙
会
場
に
移
送
さ
れ
た
1 9
個
の
投
票
箱
は
､
６
台
の
開
披
台
に
適
宜
分
配
さ
れ
､
各
開
披
台
ご

と
に
投
票
が
取
り
出
さ
れ
混
同
さ
れ
た
｡
投
票
は
､
完
全
有
効
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
､
点
字
投
票
に
仕

分
け
さ
れ
､
完
全
有
効
票
は
第
１
連
絡
係
に
よ
り
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
50
音
別
に
分
類
さ
れ
､
第
２
連
絡
係
に
よ
り
候
補
者
別
分
類
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
分
類
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
候
補
者
別
に
分
類
さ
れ
､
第
３
連
絡
係
に
よ
り
内
容
点
検
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
点
検
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
内
容
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
投
票
の
中
に
他
の
候
補
者
の
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
及
び
点
字

投
票
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
か
点
検
さ
れ
､
第
４
連
絡
係
に
よ
り
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
(候
補
者
23
人
を
３
班
体
制
で
計
数
)
の
各
班
に

回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
完
全
有
効
投
票
は
､
計
数
機
に
よ
っ
て
50
票
ご
と
に
区
分
さ
れ
､
第
２
ビ
ル
コ
ン
係

に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
再
度
､
別
の
計
数
機
に
よ
り
50
票
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
､
確
認
後
､



�

�

�

�

�

�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
	



�
�

�
�

��

50
票
ご
と
に
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
､
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
電
算
端
末
機
に
そ
の
票
数
を
入
力
さ
れ
､
入
力
に
よ
り
出
力
さ
れ
た
有
効
投

票
決
定
箋
(以
下
｢決
定
箋
｣
と
い
う
｡
)
を
添
付
の
上
､
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
の
記
載
と
投
票
束
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
､
そ
の
投
票
束

に
他
の
候
補
者
の
投
票
が
混
入
し
て
い
な
い
か
最
終
確
認
さ
れ
た
上
で
､
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
り
電
算
入
力
さ
れ
､
第
１

計
算
係
で
入
力
さ
れ
た
投
票
数
と
突
合
の
上
､
第
５
連
絡
係
に
よ
り
一
括
点
検
台
に
候
補
者
ご
と
に
並
べ
ら
れ
た
｡

�
一
括
点
検
台
に
並
べ
ら
れ
た
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
は
立
会
人
に
よ
る
自
由
な
点
検
に
供
さ
れ
､
最
後
に
有
効
投

票
決
定
箋
(一
括
)
に
選
挙
長
及
び
立
会
人
の
押
印
を
徴
し
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
点
検
に
つ
い
て
は
､
い
わ
ゆ
る
一
括
点
検
方
式
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
｡

一
括
点
検
方
式
は
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
､
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
は
､
市

委
員
会
の
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る
｡
な
お
､
そ
の
た
め
に
開
票
作
業
の
公
正
性
及
び
正
確
性
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
､
一
括
点
検
方
式
に
よ
る
と
し
て
も
､
立
会
人
の
点
検
を
確
保
す
る
手
段
を
講
じ
る
な
ど
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
､

立
会
人
の
点
検
を
現
実
に
確
保
す
べ
き
方
法
が
と
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

本
件
選
挙
に
お
け
る
一
括
点
検
方
式
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
４
月
20
日
の
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
に
お
い
て
､
一
括
点
検
台

に
置
か
れ
た
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
､
自
由
に
点
検
し
て
よ
い
旨
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
､
こ
れ
に
対
し
て
立
会
人
か
ら
異

議
等
も
あ
っ
て
い
な
い
｡

申
立
人
は
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
開
票
事
務
従
事
者
に
制
止
さ
れ
た
旨
を
指
摘
す
る
が
､
こ
れ
は
､

疑
問
票
等
が
立
会
人
席
に
回
付
さ
れ
た
際
に
､
疑
問
票
等
を
先
に
点
検
す
る
よ
う
立
会
人
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
り
､
各
立
会
人
が
投
票

を
１
枚
ず
つ
点
検
す
る
疑
問
票
等
の
点
検
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
､
そ
の
他
の
場
合
に
ま
で
､

立
会
人
の
点
検
が
制
止
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
､
申
立
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
の
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
50
票
の
投
票
ご
と
に
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
５
番
の

大
き
さ
の
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ま
れ
た
状
態
で
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
て
い
る
が
､
点
検
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か

も
､
な
か
の
候
補
の
届
け
出
た
立
会
人
も
含
め
て
す
べ
て
の
立
会
人
が
､
最
終
的
に
有
効
投
票
決
定
箋
(一
括
)
に
押
印
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
66
条
第
２
項
及
び
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

３
申
立
理
由
５
に
つ
い
て

施
行
令
第
76
条
に
よ
り
､
開
票
管
理
者
は
､
点
検
済
み
の
投
票
の
有
効
無
効
を
区
別
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
別
の
封
筒
に
入
れ
､
開
票
立
会

人
と
と
も
に
封
印
を
し
､
こ
れ
を
投
票
録
及
び
開
票
録
並
び
に
開
票
に
関
す
る
書
類
と
と
も
に
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
､
立
会
人
が
選
挙
長
と
と
も
に
行
う
の
は
封
じ
目
に
印
を
押
す
こ
と
で
あ
り
､
点
検
済
み
の
投
票
を

封
筒
に
入
れ
る
の
は
選
挙
長
の
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
選
挙
長
の
管
理
の
下
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
点
検
済
み
の
投
票

の
封
入
作
業
は
､
同
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

４
申
立
理
由
６
に
つ
い
て

行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
第
１
項
の
規
定
は
､
｢審
査
庁
は
､
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
､
必
要

な
場
所
に
つ
き
､
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
し
て
い
る
が
､
本
項
に
基
づ
く
検
証
は
､
あ
く
ま
で
も
｢場
所
｣
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
り
､
場
所
に
つ
い
て
審
査
庁
が
直
接
自
己
の
五
感
作
用
に
よ
っ
て
事
物
の
性
状
・
現
象
を
検
査
し
､
そ
の
結
果
を
証
拠
資
料
に
す

る
証
拠
調
べ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

投
票
の
簡
易
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点
検
は
､
同
法
第
28
条
に
規
定
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
該
当
す
る
投
票
済
み
の
投
票
用
紙
を
点

検
す
る
も
の
で
あ
り
､
｢場
所
｣
に
対
す
る
検
証
で
は
な
く
､
同
法
第
29
条
第
１
項
の
検
証
に
は
当
た
ら
な
い
た
め
､
申
立
人
の
主
張
は

採
用
で
き
な
い
｡

な
お
､
異
議
申
出
人
は
､
再
証
拠
調
べ
に
際
し
て
､
自
ら
立
会
い
を
求
め
な
い
旨
を
異
議
申
出
補
充
書
面
に
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
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あ
る
｡

５
申
立
理
由
７
に
つ
い
て

申
立
人
は
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

旨
を
申
し
立
て
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
当
委
員
会
が
調
査
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ま
ず
､
本
件
審
査
の
申
立
て
の
前
提
と
な
る
異
議
申
出
の
審
理
に
当
た
っ
て
は
､
市
委
員
会
は
､
平
成
19
年
５
月
14
日
に
申
立
人
立
会

い
の
上
､
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
投
票
の
再
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
市
委
員
会
は
､
同

年
５
月
16
日
に
､
異
議
申
出
人
の
申
立
て
に
よ
り
､
当
選
人
の
う
ち
｢な
す
和
也
｣
｢渡
辺
和
幸
｣
｢す
み
た
和
昭
｣
の
有
効
投
票
に
つ

い
て
同
一
筆
跡
等
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
､
職
権
に
よ
り
再
度
再
点
検
を
実
施
し
､
投
票
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
｡

当
委
員
会
は
､
上
述
の
市
委
員
会
に
お
い
て
再
点
検
を
実
施
し
た
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
(計
34
,3
03
票
)
以
外
の
選

挙
人
の
投
票
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
投
票
用
紙
(以
下
｢未
使
用
の
投
票
用
紙
｣
と
い
う
｡
)
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
職
権
に
よ
り
､
市

委
員
会
に
提
出
を
求
め
､
調
査
点
検
し
た
｡
未
使
用
の
投
票
用
紙
の
調
査
点
検
に
当
た
っ
て
は
､
そ
の
規
格
や
色
等
に
異
常
が
な
い
か
､

記
入
の
痕
跡
が
な
い
か
等
を
確
認
の
上
､
計
数
機
２
台
を
使
用
し
枚
数
の
確
認
を
行
っ
た
｡

本
件
選
挙
に
お
い
て
市
委
員
会
に
納
品
さ
れ
た
投
票
用
紙
は
､
全
部
で
50
,6
50
枚
(う
ち
55
0枚
は
予
備
)
で
あ
り
､
未
使
用
の
投
票

用
紙
は
､
各
投
票
所
か
ら
の
返
還
分
10
,0
54
枚
及
び
そ
の
他
の
未
使
用
分
6,
29
3枚
の
計
16
,3
47
枚
で
あ
っ
た
｡
よ
っ
て
､
投
票
に
使
用
さ

れ
た
投
票
用
紙
34
,3
03
枚
と
未
使
用
の
投
票
用
紙
16
,3
47
枚
を
合
算
す
る
と
､
納
品
の
枚
数
50
,6
50
枚
と
合
致
し
た
｡
ま
た
､
未
使
用
の

投
票
用
紙
に
つ
い
て
､
異
常
等
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
｡

ま
た
､
な
か
の
候
補
の
得
票
数
に
つ
い
て
関
係
書
類
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
､
２
班
に
分
け
ら
れ
た
計
算
係
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
端
末
機

の
入
力
状
況
が
分
か
る
資
料
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
､
選
挙
録
､
開
票
結
果
速
報
は
す
べ
て
一
致
し
て
お
り
､
選
挙
録
に
は
す

べ
て
の
立
会
人
に
よ
り
､
各
候
補
者
の
得
票
数
に
つ
い
て
真
正
で
あ
る
旨
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
本
件
選
挙
に
係
る
開
票
事
務
は
､
｢２

申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て
｣
に
記
述
す
る
と
お
り
､
10
人
の
立
会
人
を
は

じ
め
､
報
道
関
係
者
そ
し
て
多
数
の
参
観
人
が
注
視
す
る
中
で
整
然
と
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
等
に
よ

り
不
正
が
行
わ
れ
た
と
い
う
具
体
的
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
る
不
正
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ず
､
こ
れ
を
認
容
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
｡

以
上
の
と
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
は
､
い
ず
れ
も
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
､

異
議
申
出
人
の
異
議
の
申
出
を
棄
却
し
た
市
委
員
会
の
決
定
に
誤
り
は
な
い
｡

ま
た
､
本
件
選
挙
に
関
し
､
選
挙
を
無
効
と
す
べ
き
事
由
も
認
め
ら
れ
な
い
｡

よ
っ
て
､
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

平
成
19
年
８
月
24
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

田
辺
俊
明

委
員

水
戸
栄
樹

委
員

松
永
成
行

委
員

伊
豆
善
也
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裁
決

書

福
岡
県
直
方
市
大
字
上
頓
野
22
04
番
地
93

審
査
申
立
人

瓜
生

敏
弘

上
記
審
査
申
立
人
(以
下
｢申
立
人
｣
と
い
う
｡
)
か
ら
平
成
19
年
６
月
26
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
19
年
４
月
22
日
執
行
の
直
方
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
(以
下
｢本
件
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
､
当
委
員
会
は
､
次

の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

主
文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
｡

審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

本
件
選
挙
に
つ
い
て
､
異
議
申
出
人
仲
野
照
明
(以
下
｢異
議
申
出
人
｣
と
い
う
｡
)
が
平
成
19
年
４
月
23
日
付
け
で
直
方
市
選
挙
管
理

委
員
会
(以
下
｢市
委
員
会
｣
と
い
う
｡
)
に
対
し
､
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
､
市
委
員
会
は
､
同
年
５
月
18

日
付
け
で
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
｡

申
立
人
は
､
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
､
当
委
員
会
に
対
し
､
こ
の
決
定
を
取
り
消
し
､
当
選
人
の
変
更
を
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
｡

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

１
本
件
選
挙
の
開
票
管
理
者
が
､
開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
説
明
及
び
周
知
義
務
を
怠
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
票
事
務
を
執

行
し
た
行
為
は
､
公
職
選
挙
法
(以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
67
条
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
｡

開
票
立
会
人
に
対
す
る
職
務
内
容
の
事
前
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
､
当
日
の
説
明
会
に
欠
席
し
た
開
票
立
会
人
に
は
､
そ
の
後
､

職
務
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡

２
あ
た
か
も
開
票
事
務
従
事
者
が
､
投
票
の
審
査
､
点
検
を
行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
市
委
員
会
が
作
成
し
た
｢選
挙

立
会
人
事
務
打
合
せ
資
料
｣
を
､
開
票
立
会
人
に
配
布
す
る
と
と
も
に
周
知
さ
せ
た
漫
然
的
行
為
は
､
明
ら
か
に
重
大
な
法
令
違
反
で
あ

る
｡ ま
た
､
一
括
点
検
方
式
に
関
す
る
具
体
的
な
詳
細
説
明
等
は
何
ら
な
さ
れ
て
お
ら
ず
､
開
票
立
会
人
が
一
括
点
検
方
式
に
つ
い
て
全
く

理
解
し
て
い
な
い
状
況
で
の
開
票
事
務
に
お
い
て
は
､
万
一
､
開
票
事
務
従
事
者
が
開
票
事
務
に
関
し
て
不
正
行
為
を
行
っ
た
場
合
､
そ

の
こ
と
を
発
見
及
び
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

以
上
の
と
お
り
､
開
票
立
会
人
が
投
票
の
点
検
に
際
し
､
そ
の
点
検
方
法
を
錯
誤
し
て
開
票
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
､

適
法
に
投
票
の
点
検
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
開
票
事
務
は
当
然
無
効
で
あ
る
｡

３
市
委
員
会
は
､
一
括
点
検
方
式
導
入
の
承
認
を
受
け
た
と
主
張
し
て
い
る
が
､
関
係
法
令
に
は
､
一
括
点
検
方
式
の
定
め
は
存
在
し
て

お
ら
ず
､
市
委
員
会
が
実
施
し
た
一
括
点
検
方
式
は
､
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
当
然
無
効
で
あ
る
｡

開
票
立
会
人
の
点
検
に
つ
い
て
の
法
規
定
の
趣
旨
は
､
開
票
立
会
人
に
お
い
て
､
開
票
管
理
者
に
対
し
個
々
の
投
票
の
効
力
に
つ
き
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
､
個
々
の
記
載
を
現
実
に
見
て
確
認
し
､
そ
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
｡
た
と
え
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
一
括
点
検
に
よ
っ
た
と
し
て
も
､
開
票
立
会
人
が
点
検
で
き
る
状
態
で

完
全
有
効
票
を
一
括
し
て
回
覧
し
､
回
覧
表
に
確
認
印
等
を
も
ら
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

投
票
束
を
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ん
だ
状
態
で
一
括
点
検
台
に
各
候
補
者
別
に
投
票
束
を
留
め
置
き
､
開
票
終
了
後
に
開
票
立
会

人
を
一
括
点
検
台
に
誘
導
し
形
式
的
に
投
票
の
点
検
を
さ
せ
た
後
､
直
ち
に
有
効
投
票
決
定
箋
に
捺
印
さ
せ
た
行
為
は
､
開
票
立
会
人
の

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
剥
奪
し
た
も
の
で
あ
り
､
法
第
67
条
に
違
反
し
て
い
る
｡

４
開
票
立
会
人
が
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
第
一
計
算
係
､
総
点
検
係
､
一
括
点
検
整
理
係
の
開
票
事
務

従
事
者
か
ら
投
票
の
点
検
を
制
止
さ
れ
､
他
の
開
票
事
務
従
事
者
か
ら
｢立
会
人
自
席
に
戻
り
疑
問
票
の
点
検
を
急
ぐ
よ
う
｣
に
促
さ
れ

て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
が
投
票
を
点
検
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
奪
う
行
為
は
､
法
第
66
条
第
２
項
の
規
定
に
違
反
す
る
｡

開
票
立
会
人
が
自
由
に
開
票
行
為
を
点
検
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
､
開
票
事
務
従
事
者
ら
が
不
正
に
投
票
用
紙
の
抜
き
取
り
や
加
算
､

投
票
用
紙
の
差
し
替
え
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
｡

５
公
職
選
挙
法
施
行
令
(以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
76
条
で
は
､
点
検
済
み
の
投
票
を
封
印
す
る
際
は
開
票
立
会
人
と
と
も
に
封
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印
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
､
開
票
立
会
人
の
立
会
い
も
な
い
の
に
､
開
票
事
務
従
事
者
が
単
独
で
点
検
済
み
の
投
票
を
封
筒
に

入
れ
封
緘
を
し
た
上
､
開
票
立
会
人
自
席
に
当
該
封
緘
済
み
の
封
筒
を
持
参
し
､
開
票
立
会
人
に
押
印
さ
せ
た
行
為
は
､
施
行
令
第
76
条

に
違
反
す
る
｡

６
市
委
員
会
は
､
異
議
の
申
出
の
審
理
に
お
い
て
､
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
異
議
申
出
補
充
書
面
に
よ
る
投
票
の
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点

検
の
申
出
を
認
容
し
た
後
､
形
式
的
に
短
時
間
で
投
票
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
異
議
申
出
人
が
行
っ
た
当
該
申
出
は
､
法
第
21
6条

第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
検
証
の
申
立
て
で
あ
り
､
申
立
て
に
よ
り
検
証
を
す
る
場

合
に
は
､
あ
ら
か
じ
め
そ
の
日
時
及
び
場
所
を
当
該
申
出
人
に
通
知
し
､
こ
れ
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
市
委
員
会
は
､
関
係
法
に
精
通
し
て
い
な
い
当
該
申
出
人
に
対
し
点
検
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
て
お
ら
ず
､

恣
意
的
に
行
わ
れ
た
投
票
の
筆
跡
等
の
点
検
は
､
違
法
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
違
法
な
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
市
委
員
会
の
当
該
処
分
に
つ
い
て
は
､
当
然
無
効
で
あ
る
｡

７
市
委
員
会
は
､
｢開
票
作
業
は
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
厳
正
か
つ
慎
重
に
行
わ
れ
て
お
り
､
開
票
事
務
従
事
者
の
不
正
は
あ
り
え

な
い
｡
｣
と
断
言
す
る
が
､
申
立
人
の
調
査
で
次
の
事
実
が
判
明
し
た
｡

�
本
件
選
挙
の
候
補
者
仲
野
照
明
(以
下
｢な
か
の
候
補
｣
と
い
う
｡
)
の
有
効
投
票
束
は
､
合
計
３
回
断
続
的
に
一
括
点
検
台
に
置

か
れ
た
が
､
他
の
候
補
の
投
票
束
は
継
続
し
て
一
括
点
検
台
に
置
か
れ
て
お
り
､
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
｡
ま
た
､
開
票
事
務
従
事

者
の
う
ち
､
総
点
検
台
付
近
に
い
た
複
数
の
者
が
､
ポ
ケ
ッ
ト
の
付
い
た
ブ
レ
ザ
ー
を
着
用
し
て
い
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
用
紙
は
か
な
り
あ
っ
た
｡
｣
と
回
答
し
て
い
る
｡

ま
た
､
内
容
点
検
係
か
ら
の
任
意
聞
き
取
り
で
は
､
｢な
か
の
候
補
の
投
票
は
他
の
候
補
よ
り
も
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
｡
継

続
的
に
内
容
点
検
を
し
た
｡
投
票
用
紙
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
運
ば
れ
て
き
た
｡
｣
と
回
答
し
た
｡

�
直
方
市
議
会
事
務
局
長
が
､
昨
年
１
月
､
な
か
の
候
補
の
住
民
監
査
請
求
を
妨
害
す
る
目
的
で
､
指
定
暴
力
団
を
名
乗
る
東
京
在
住

の
男
を
使
っ
て
､
な
か
の
候
補
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
予
見
で
き
な
い
こ
と
を
平
然
と
行
う
職
員
ら
が
従
事
し
て
い
た

開
票
事
務
は
信
頼
性
が
乏
し
い
｡

以
上
か
ら
､
本
件
選
挙
に
伴
う
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
｡

裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
､
本
件
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
､
こ
れ
を
受
理
し
､
市
委
員
会
か
ら
弁
明
書
を
徴
し
､
申
立
人
か
ら
は
反
論

書
を
徴
し
､
ま
た
､
職
権
に
よ
り
市
委
員
会
か
ら
選
挙
録
､
投
票
所
投
票
録
､
未
使
用
の
投
票
用
紙
及
び
そ
の
他
の
関
係
書
類
の
提
出
を
求

め
､
こ
れ
ら
を
慎
重
に
調
査
し
た
｡

と
こ
ろ
で
､
当
選
無
効
原
因
と
は
､
当
選
人
の
決
定
に
違
法
の
事
由
が
あ
る
こ
と
､
す
な
わ
ち
､
当
選
人
を
決
定
し
た
選
挙
会
の
構
成
に

違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
手
続
に
違
法
が
あ
る
こ
と
､
決
定
内
容
－
例
え
ば
､
投
票
の
有
効
無
効
の
判
定
､
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算

定
､
当
選
人
と
な
り
う
る
資
格
の
有
無
の
認
定
－
に
違
法
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
(昭
和
30
年
９
月
29
日
大
阪
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
法
第
20
9条
第
１
項
に
お
い
て
､
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
も
､
そ
の
選
挙
が
法
第
20
5条
第
１
項
の
選
挙
無
効
の
場

合
に
該
当
す
る
と
き
は
､
当
該
選
挙
管
理
委
員
会
は
､
選
挙
の
全
部
又
は
一
部
の
無
効
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡

お
よ
そ
選
挙
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
､
法
第
20
5条
第
１
項
に
規
定
す
る
よ
う
に
､
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
で
あ
っ

て
､
か
つ
､
そ
の
規
定
違
反
が
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
｡

こ
こ
で
｢選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
｣
と
は
､
主
と
し
て
選
挙
管
理
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に

関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
､
ま
た
は
直
接
か
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
が
､
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の

自
由
公
正
の
原
則
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
と
き
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭
和
27
年
12
月
４
日
最
高
裁
判
決
)
｡

ま
た
､
｢選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
｣
と
は
､
当
該
選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
に
関
す
る
規
定
違
反
が
な
か
っ
た
な

ら
ば
､
選
挙
の
結
果
に
つ
き
､
あ
る
い
は
異
な
っ
た
結
果
を
生
じ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(昭

和
29
年
９
月
24
日
最
高
裁
判
決
)
｡

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
､
順
次
申
立
理
由
を
判
断
す
る
｡
な
お
､
本
件
選
挙
は
､
開
票
事
務
と
選
挙
会
事
務
が
合
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
で
､
審
査
申
立
書
に
｢開
票
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
長
｣
と
､
｢開
票
立
会
人
｣
と
あ
る
の
は
｢選
挙
立
会
人
｣
と
認
め
て

判
断
し
た
｡
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申
立
理
由
１
に
つ
い
て

本
件
選
挙
の
選
挙
立
会
人
(以
下
｢立
会
人
｣
と
い
う
｡
)
に
つ
い
て
は
､
立
会
人
の
届
出
期
限
で
あ
る
平
成
19
年
４
月
19
日
ま
で
に

21
人
の
候
補
者
か
ら
届
出
が
あ
り
､
く
じ
に
よ
り
10
人
が
立
会
人
に
決
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
立
会
人
に
は
､
な
か
の
候
補
が
届
出
た
者

も
決
定
さ
れ
て
い
る
｡

市
委
員
会
は
､
翌
日
の
４
月
20
日
に
市
役
所
に
お
い
て
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
､
こ
の
説
明
会
に
は
､
立
会

人
10
人
の
う
ち
９
人
が
出
席
し
て
お
り
､
な
か
の
候
補
の
立
会
人
に
つ
い
て
の
み
代
理
人
が
出
席
し
て
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
説
明
会
で
は
､

資
料
｢選
挙
立
会
人
事
務
打
合
せ
｣
を
配
付
し
て
お
り
､
当
該
資
料
に
は
､
①
立
会
人
の
意
義
､
②
参
会
時
の
注
意
事
項
及
び
市
委
員
会

の
連
絡
先
､
③
立
会
人
の
職
務
､
④
投
票
点
検
の
流
れ
､
⑤
投
票
点
検
の
要
領
､
⑥
開
票
所
の
秩
序
の
保
持
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
お

り
､
市
委
員
会
か
ら
立
会
人
に
対
し
て
必
要
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
｡

ま
た
､
申
立
人
は
､
市
委
員
会
か
ら
欠
席
し
た
立
会
人
に
対
し
て
直
接
説
明
が
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
､
そ
も
そ
も
な
か
の
候

補
の
届
け
出
た
立
会
人
が
代
理
人
を
事
前
説
明
会
に
出
席
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
し
､
ま
た
､
事
前
説
明
会
を
行
う
こ
と
は
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

２
申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て

開
票
手
続
に
関
し
て
は
､
法
第
61
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
､
開
票
管
理
者
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
長
｡
以
下
同
じ
｡
)
は
､

開
票
立
会
人
(本
件
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
立
会
人
｡
以
下
同
じ
｡
)
と
と
も
に
､
当
該
選
挙
に
お
け
る
各
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所

の
投
票
を
開
票
区
ご
と
に
混
同
し
て
､
投
票
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(法
第
66
条
第
１
項
及
び
第
２
項
)
｡
そ
し

て
､
投
票
の
効
力
は
､
開
票
立
会
人
の
意
見
を
聴
き
､
開
票
管
理
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
れ
て
い
る
(法
第
67
条
)
｡
こ
こ

で
､
投
票
の
｢点
検
｣
と
は
､
各
投
票
の
効
力
を
決
定
し
､
各
候
補
者
別
に
得
票
数
を
計
算
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
､
本
件
選
挙
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

本
件
選
挙
の
開
票
事
務
は
､
選
挙
会
場
に
お
い
て
選
挙
会
事
務
に
併
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
の
選
挙
会
は
､
平
成
19
年
４
月

22
日
午
後
９
時
か
ら
直
方
市
体
育
館
(以
下
｢体
育
館
｣
と
い
う
｡
)
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
｡
ま
た
､
本
件
選
挙
は
､
直
方
市
長
選
挙

(以
下
｢市
長
選
挙
｣
と
い
う
｡
)
と
同
時
選
挙
で
あ
り
､
開
票
作
業
も
併
行
し
て
行
わ
れ
た
た
め
､
体
育
館
の
東
側
半
分
が
本
件
選
挙

の
選
挙
会
の
た
め
に
､
西
側
半
分
が
市
長
選
挙
の
選
挙
会
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
｡
両
選
挙
会
場
に
は
､
選
挙
長
を
は
じ
め
立
会
人
､
開

票
事
務
従
事
者
等
が
参
集
し
た
｡

ま
た
､
体
育
館
の
東
側
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
上
に
報
道
関
係
者
席
が
設
け
ら
れ
､
体
育
館
の
２
階
の
観
覧
席
(ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
東
側
を

除
く
３
側
面
に
あ
る
｡
)
に
は
､
参
観
人
席
が
設
け
ら
れ
た
｡
参
観
人
は
､
２
階
の
観
覧
席
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
､
開
票
作

業
は
報
道
関
係
者
や
多
数
の
参
観
人
が
四
方
か
ら
注
視
す
る
中
で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
こ
で
､
開
票
事
務
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
取
扱
い
は
､
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
｡

�
直
方
市
内
19
箇
所
の
投
票
所
か
ら
選
挙
会
場
に
移
送
さ
れ
た
19
個
の
投
票
箱
は
､
６
台
の
開
披
台
に
適
宜
分
配
さ
れ
､
各
開
披
台
ご

と
に
投
票
が
取
り
出
さ
れ
混
同
さ
れ
た
｡
投
票
は
､
完
全
有
効
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
､
点
字
投
票
に
仕

分
け
さ
れ
､
完
全
有
効
票
は
第
１
連
絡
係
に
よ
り
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
50
音
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
50
音
別
に
分
類
さ
れ
､
第
２
連
絡
係
に
よ
り
候
補
者
別
分
類
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
分
類
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
候
補
者
別
分
類
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
候
補
者
別
に
分
類
さ
れ
､
第
３
連
絡
係
に
よ
り
内
容
点
検
係
の
各
班
(候
補
者
23
人
を

６
班
体
制
で
点
検
)
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
内
容
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
投
票
は
､
投
票
の
中
に
他
の
候
補
者
の
投
票
､
無
効
投
票
､
疑
問
投
票
､
按
分
の
あ
る
投
票
及
び
点
字

投
票
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
か
点
検
さ
れ
､
第
４
連
絡
係
に
よ
り
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
(候
補
者
23
人
を
３
班
体
制
で
計
数
)
の
各
班
に

回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
完
全
有
効
投
票
は
､
計
数
機
に
よ
っ
て
50
票
ご
と
に
区
分
さ
れ
､
第
２
ビ
ル
コ
ン
係

に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
ビ
ル
コ
ン
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
再
度
､
別
の
計
数
機
に
よ
り
50
票
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
､
確
認
後
､
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50
票
ご
と
に
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
､
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
１
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
候
補
者
別
の
50
票
束
は
､
電
算
端
末
機
に
そ
の
票
数
を
入
力
さ
れ
､
入
力
に
よ
り
出
力
さ
れ
た
有
効
投

票
決
定
箋
(以
下
｢決
定
箋
｣
と
い
う
｡
)
を
添
付
の
上
､
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
総
点
検
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
の
記
載
と
投
票
束
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
､
そ
の
投
票
束

に
他
の
候
補
者
の
投
票
が
混
入
し
て
い
な
い
か
最
終
確
認
さ
れ
た
上
で
､
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
｡

�
第
２
計
算
係
に
回
付
さ
れ
た
決
定
箋
を
付
さ
れ
た
投
票
束
は
､
決
定
箋
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
り
電
算
入
力
さ
れ
､
第
１

計
算
係
で
入
力
さ
れ
た
投
票
数
と
突
合
の
上
､
第
５
連
絡
係
に
よ
り
一
括
点
検
台
に
候
補
者
ご
と
に
並
べ
ら
れ
た
｡

�
一
括
点
検
台
に
並
べ
ら
れ
た
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
は
立
会
人
に
よ
る
自
由
な
点
検
に
供
さ
れ
､
最
後
に
有
効
投

票
決
定
箋
(一
括
)
に
選
挙
長
及
び
立
会
人
の
押
印
を
徴
し
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
完
全
有
効
投
票
の
点
検
に
つ
い
て
は
､
い
わ
ゆ
る
一
括
点
検
方
式
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
｡

一
括
点
検
方
式
は
､
開
票
作
業
の
迅
速
化
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
､
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
は
､
市

委
員
会
の
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る
｡
な
お
､
そ
の
た
め
に
開
票
作
業
の
公
正
性
及
び
正
確
性
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
､
一
括
点
検
方
式
に
よ
る
と
し
て
も
､
立
会
人
の
点
検
を
確
保
す
る
手
段
を
講
じ
る
な
ど
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
､

立
会
人
の
点
検
を
現
実
に
確
保
す
べ
き
方
法
が
と
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

本
件
選
挙
に
お
け
る
一
括
点
検
方
式
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
４
月
20
日
の
立
会
人
の
た
め
の
事
前
説
明
会
に
お
い
て
､
一
括
点
検
台

に
置
か
れ
た
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
開
票
途
中
､
自
由
に
点
検
し
て
よ
い
旨
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
､
こ
れ
に
対
し
て
立
会
人
か
ら
異

議
等
も
あ
っ
て
い
な
い
｡

申
立
人
は
､
開
票
状
況
及
び
投
票
を
点
検
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
開
票
事
務
従
事
者
に
制
止
さ
れ
た
旨
を
指
摘
す
る
が
､
こ
れ
は
､

疑
問
票
等
が
立
会
人
席
に
回
付
さ
れ
た
際
に
､
疑
問
票
等
を
先
に
点
検
す
る
よ
う
立
会
人
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
り
､
各
立
会
人
が
投
票

を
１
枚
ず
つ
点
検
す
る
疑
問
票
等
の
点
検
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
､
そ
の
他
の
場
合
に
ま
で
､

立
会
人
の
点
検
が
制
止
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
､
申
立
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
本
件
選
挙
の
完
全
有
効
投
票
に
つ
い
て
は
､
50
票
の
投
票
ご
と
に
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
５
番
の

大
き
さ
の
有
効
投
票
決
定
箋
で
巻
き
込
ま
れ
た
状
態
で
輪
ゴ
ム
で
束
ね
ら
れ
て
い
る
が
､
点
検
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か

も
､
な
か
の
候
補
の
届
け
出
た
立
会
人
も
含
め
て
す
べ
て
の
立
会
人
が
､
最
終
的
に
有
効
投
票
決
定
箋
(一
括
)
に
押
印
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
法
第
66
条
第
２
項
及
び
第
67
条
の
規
定
に
は
違
反
し
な
い
｡

３
申
立
理
由
５
に
つ
い
て

施
行
令
第
76
条
に
よ
り
､
開
票
管
理
者
は
､
点
検
済
み
の
投
票
の
有
効
無
効
を
区
別
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
別
の
封
筒
に
入
れ
､
開
票
立
会

人
と
と
も
に
封
印
を
し
､
こ
れ
を
投
票
録
及
び
開
票
録
並
び
に
開
票
に
関
す
る
書
類
と
と
も
に
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
､
立
会
人
が
選
挙
長
と
と
も
に
行
う
の
は
封
じ
目
に
印
を
押
す
こ
と
で
あ
り
､
点
検
済
み
の
投
票
を

封
筒
に
入
れ
る
の
は
選
挙
長
の
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
選
挙
長
の
管
理
の
下
､
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
点
検
済
み
の
投
票

の
封
入
作
業
は
､
同
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

４
申
立
理
由
６
に
つ
い
て

行
政
不
服
審
査
法
第
29
条
第
１
項
の
規
定
は
､
｢審
査
庁
は
､
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
､
必
要

な
場
所
に
つ
き
､
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
し
て
い
る
が
､
本
項
に
基
づ
く
検
証
は
､
あ
く
ま
で
も
｢場
所
｣
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
り
､
場
所
に
つ
い
て
審
査
庁
が
直
接
自
己
の
五
感
作
用
に
よ
っ
て
事
物
の
性
状
・
現
象
を
検
査
し
､
そ
の
結
果
を
証
拠
資
料
に
す

る
証
拠
調
べ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

投
票
の
簡
易
筆
跡
点
検
及
び
紙
質
点
検
は
､
同
法
第
28
条
に
規
定
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
該
当
す
る
投
票
済
み
の
投
票
用
紙
を
点

検
す
る
も
の
で
あ
り
､
｢場
所
｣
に
対
す
る
検
証
で
は
な
く
､
同
法
第
29
条
第
１
項
の
検
証
に
は
当
た
ら
な
い
た
め
､
申
立
人
の
主
張
は

採
用
で
き
な
い
｡

な
お
､
申
立
人
は
､
異
議
申
出
段
階
に
お
け
る
再
証
拠
調
べ
に
際
し
て
､
自
ら
立
会
い
を
求
め
な
い
旨
を
異
議
申
出
補
充
書
面
に
記
載
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し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

５
申
立
理
由
７
に
つ
い
て

申
立
人
は
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
の
自
由
公
正
を
阻
害
す
る
法
令
違
反
及
び
不
正
行
為
が
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

旨
を
申
し
立
て
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
当
委
員
会
が
調
査
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ま
ず
､
本
件
審
査
の
申
立
て
の
前
提
と
な
る
異
議
申
出
の
審
理
に
当
た
っ
て
は
､
市
委
員
会
は
､
平
成
19
年
５
月
14
日
に
申
立
人
立
会

い
の
上
､
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
投
票
の
再
点
検
を
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
市
委
員
会
は
､
同

年
５
月
16
日
に
､
異
議
申
出
人
の
申
立
て
に
よ
り
､
当
選
人
の
う
ち
｢な
す
和
也
｣
｢渡
辺
和
幸
｣
｢す
み
た
和
昭
｣
の
有
効
投
票
に
つ

い
て
同
一
筆
跡
等
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
､
職
権
に
よ
り
再
度
再
点
検
を
実
施
し
､
投
票
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
｡

当
委
員
会
は
､
上
述
の
市
委
員
会
に
お
い
て
再
点
検
を
実
施
し
た
全
候
補
者
の
有
効
投
票
及
び
無
効
投
票
(計
34
,3
03
票
)
以
外
の
選

挙
人
の
投
票
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
投
票
用
紙
(以
下
｢未
使
用
の
投
票
用
紙
｣
と
い
う
｡
)
の
す
べ
て
に
つ
い
て
､
職
権
に
よ
り
､
市

委
員
会
に
提
出
を
求
め
､
調
査
点
検
し
た
｡
未
使
用
の
投
票
用
紙
の
調
査
点
検
に
当
た
っ
て
は
､
そ
の
規
格
や
色
等
に
異
常
が
な
い
か
､

記
入
の
痕
跡
が
な
い
か
等
を
確
認
の
上
､
計
数
機
２
台
を
使
用
し
枚
数
の
確
認
を
行
っ
た
｡

本
件
選
挙
に
お
い
て
市
委
員
会
に
納
品
さ
れ
た
投
票
用
紙
は
､
全
部
で
50
,6
50
枚
(う
ち
55
0枚
は
予
備
)
で
あ
り
､
未
使
用
の
投
票

用
紙
は
､
各
投
票
所
か
ら
の
返
還
分
10
,0
54
枚
及
び
そ
の
他
の
未
使
用
分
6,
29
3枚
の
計
16
,3
47
枚
で
あ
っ
た
｡
よ
っ
て
､
投
票
に
使
用
さ

れ
た
投
票
用
紙
34
,3
03
枚
と
未
使
用
の
投
票
用
紙
16
,3
47
枚
を
合
算
す
る
と
､
納
品
の
枚
数
50
,6
50
枚
と
合
致
し
た
｡
ま
た
､
未
使
用
の

投
票
用
紙
に
つ
い
て
､
異
常
等
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
｡

ま
た
､
な
か
の
候
補
の
得
票
数
に
つ
い
て
関
係
書
類
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
､
２
班
に
分
け
ら
れ
た
計
算
係
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
端
末
機

の
入
力
状
況
が
分
か
る
資
料
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
､
選
挙
録
､
開
票
結
果
速
報
は
す
べ
て
一
致
し
て
お
り
､
選
挙
録
に
は
す

べ
て
の
立
会
人
に
よ
り
､
各
候
補
者
の
得
票
数
に
つ
い
て
真
正
で
あ
る
旨
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
本
件
選
挙
に
係
る
開
票
事
務
は
､
｢２

申
立
理
由
２
､
３
及
び
４
に
つ
い
て
｣
に
記
述
す
る
と
お
り
､
10
人
の
立
会
人
を
は

じ
め
､
報
道
関
係
者
そ
し
て
多
数
の
参
観
人
が
注
視
す
る
中
で
整
然
と
行
わ
れ
て
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
等
に
よ

り
不
正
が
行
わ
れ
た
と
い
う
具
体
的
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
本
件
選
挙
に
お
い
て
開
票
事
務
従
事
者
に
よ
る
不
正
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ず
､
こ
れ
を
認
容
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
｡

以
上
の
と
お
り
､
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
は
､
い
ず
れ
も
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
､

異
議
申
出
人
の
異
議
の
申
出
を
棄
却
し
た
市
委
員
会
の
決
定
に
誤
り
は
な
い
｡

ま
た
､
本
件
選
挙
に
関
し
､
選
挙
を
無
効
と
す
べ
き
事
由
も
認
め
ら
れ
な
い
｡

よ
っ
て
､
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
｡

平
成
19
年
８
月
24
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

田
辺
俊
明

委
員

水
戸
栄
樹

委
員

松
永
成
行

委
員

伊
豆
善
也
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